^^FF"35CT 

型式 j^j^-45CT 

巡端 -55 巧 

密閉式石油ストーブ 



FF_35CT 



FF-4 己 CT.FF-5 曰 CT 


取扱説明書 


このたびは本機をお買いホめいただきましてまことにありがとうございます。 

•ご使用になる前に、必ずこの「取扱説明書」及び別冊の「工事説明書」をよく読 
んで、正しく使用してください。 

この「取扱説明書」は、別冊の「工事説明書」、保証書と共に必ず保管してくだ 
さい。 

•取扱説明書、工事説明書を紛失された場合は、お買いホめの販売店にご相談くだ 
さい。 


A を険 

I ガソリン使用禁止； 
I 使用燃料：な油 
KEROSENE ONLY 


^給排気筒を必ず 


点検してくださし、 



y////7/\ 



ホ 


ン / 心 / 



Z04-1 


株式会社 i-ai-s 


7180002060 
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丑安全のために必ずお守りください 


♦お使いになる人や他の人への危書と財産への損書を未然に防ぎ、製品を安全に正し<使用するために、 
必ずお守りいただくことを説明していまず。 

•ここに示した表示は、誤った使いかたをしたとさに生じる危害や損書の程度を;欠の表示で区分し、説明 
しています。 


A 危険 (DANGER) 

この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人び 
死 t 、 重傷を負ラ危険、または火災の危険が差し迫 
って生じることび想定される内容をおしています。 

么警告 (WARNING) 

この表示を無視して、誤った取扱いをずると、人が 
死 t 、重傷を負う可能性、または火災の可能性が想 
定される内容をおしています。 

A 注意 (CAUTION) 

この表示を無視して、誤った取扱いをずると、人が 
傷害を負ラ可能性や物的損害の発生が想定される 
内容を示しています。 


お守りいただく内容を、なの絵表示で区分していまず。 



この絵表示は、「禁止」されている内容です。 

A 

この絵表示は、「ミ主意」していただく内容です。 

なを 

この絵表示は、必ずしていただく「指示」内容です。 


説明文中の 「お願い」 事項は、本機を誤りなく正しくお使いいただくための内容が記載されていまず。 


A 危険 （ DANGER ) 


才力'ソリン使用禁止 

ガソリンなど揮発性の高い油は、絶対に使用し 
ないで < ださい。 

少量の混入でち、乂災の原因になります。 




A 警告 （ WARNING ) 


I 女給排気筒(管，ホース)がれ危険 I 

給排気筒(管、ホース）が外れたまま使用しない 
でください。 

がれていると運転中に排ガスが室内に漏れて、 
危険です。 



女給排気筒トップ閉そくを険; 


給排気筒トップの周りび雪でふさびれたままで 
使用しないでください。ふさがれているとさは、 
除雪して< ださい。 

閉そくしていると運転中に排ガスが室内に漏れ 
て、危険でず。 









の安全のために必ずお守りください 



告 (WARNING) 


女スプレー吿厳禁 


スプレー吿やカセットこんろ用ボンベなどを、ストーブの前や 
温風のあたるところに放置しないでください。 

熱で吿の圧力が上がり、爆発して危険でず。 



0 


★湿風吹出□をふさびない 

あ類、紙などで温風吹出□や空気取入口を兩さ 
がないで <ださい。 

衣類、紙などでふさぐと、異常燃焼や乂災の原 
因になります。 ^っ__ イ 


巧辑の乾燥壁塾 

衣類などの乾燥には使用しないでください。 
乾燥するとストーブの熱気でゆれて落下して， 
火災の原因になります。 



0 



0 


I ★定期点検の実施 

定期的 （2 年に]回程度）に点検-整備を受けて 
<ださい。 

点検を受けずに長期間使用し続けると、故障や 
事故の原因になり危険です。 

点検*整備はお買い求めの販売店や資格者のい 
る店に依頼してください。 


★ご自身での据付け•移設工事の厳禁； 

お客さまご自身による工事は危険です。 

据付け工事は販売店や専門業者にご依頼 < ださ 
い。 

(ストーブを移設させる場合わ同じです。） 



〇 




0 



意 （ CAUTION) 


「★カーテン、可燃物近接禁止 

カーテンや燃えがすいものを近づけないでください。 
ストーブの前に可燃物を置かないでください。 

ストーブの熱気で着火して火災が発生ずるおそ 
れがあります。 

可燃物との離隔距離については工事説明書の据 
付け例を参照してください。 


iir 異常時使用禁止 

万一異常を感じたときは、使用しないでください。 
異常燃焼のおそれびあります。 



0 



0 


i ★給油時消义! 

給油は、必ず消 
乂し、他に火の/ 
気のない状態で m 
おこなつてくだ V 
さい。火災のお E 
それがおりまず。 し 



〇 


I ★油漏れ確認 

給油□□金は確実に締めてください。 

給油□□金を下にして、油漏れがないことを確 
かめて<ださい。 

給油□□金を斜めに締めたりずると、簡単に給 
油□口金が外れ、火災のおそれがあります。 



〇 














意 ODAUTION) 


i ★高温部接触禁止 i 


燃焼中や消火直後は、高温部、給排気筒トップ、ル 
—) (一などに手などふれないでください。 
やけどのおそれがありまず。 




(D 

接触禁止 


女指や異物を入れない 

温風吹出□や空気取入口などに、指や可燃物、針 
金などの異物を入れないでください。 

けびや火災のおそれがあります。 



女分解修理の禁止 


故障、破損したら、使用しないでく I JSJ 
ださい。 

不完全な修理は、危険です。 分解禁止 


0 

禁止 


it 改造使用の禁止 

改造して使用しないでください。 

また、ストーブや給排気筒には床暖 
房用の熱交換器などを取り付けない 
で < ださい。 

乂災や、排ガスが室内に漏れる原因 
となり、危険です。 

★電源コードを傷めない1 

電源コードに無理な力を加えたり傷 
付たり束ねたり、物をのせたり加工 
しないでください。 

また、電源プラグを抜くときは、コー 
ドを持って引を抜かないでください C 
電源コードが破損し、火災や感電の 
原因になります。 


0 


0 


★温風に宣替あた5なし1 

温風に直接長時間あたらないで<ださい。低温 
やけどや、脱水症状になるおそれがあります。 

温風を直接暇い込まないでください。気分び悪 
くなることがあります。 



0 


I 女腰をかけたり物をのせない I 

ストーブの上にのった0、腰をかけたりしない 
でください。ス [ -ーブの故障和、やけどのおそ 
れがありまず。ストーブの上に花びんや、水を 
入れたちのなどを置かないで<ださい。水びか 
かると漏電や故障のおそれがあ0ます。 



0 


I 女給排気筒付近の 可燃物近 接禁止 

給排気筒トップの近<に、灯油や可燃物など引 
火のおそれのあるちのを置かないで<ださい。 
火災のおそれがあります。 




0 


け r 電源プラグは確実に差し込む 


電源プラグはコンセントに根元 
まで確実に差し込んでください。 
(また、傷んだプラグやゆるんだ 
コンセントは使用しないでくだ 
さい。） 

火災の原因になりまず。 

城れた手での抜を差しはしない 
で < ださい。 

感電の原因になります。 


〇 


しつ力" J と 


3 




のま全のために必ずお守りください 


長期間使用しないとさは、電源プラ 
グをコンセントからす友いてください。 
乂災や予想しない事故の原因となり 
ます。 


處 

電源プラグを抜く 


I — 古 J 逝(標局150 日 m 社) _马 ま德 を禁止 I 女古子様や B 年寄りのご梗用にミ主意 


酸素濃度が薄いので不完全燃焼します。 

1000〜 1500 m の場所では再調整び必要ですので 
販売店へお問い合わせください。 



0 

使用禁止 


ス I -- ブを使用している部屋で、可 
燃性ガスが発生するちの（ガソ U ン、 
ベンジン、シンナー）、スプレーを使 
用しないでください。 

火がや故障の原因になります。 


0 

使用禁止 


お子様やお年寄り、体のご不自由な 
かたがお使いになる場合は、やけど 
などについて、周囲の人び充分に注 
意してください。 

ほこりや、タバコの煙などにより、 
温風吹出□周辺の床面び巧れたり変 
色することがあります。 

また、熱に弱いジユータンや床の上 
で長時間使用すると、変色したり、 
そり返ることがありますので、熱に 
強いマツトなどをひいてください。 


〇 

指の 

4 


★可燃性ガス使用禁止 


★電源プラグのお手入れをずる 


★酬間使用しないときは電源プラグを巧く 


A 



•熱に弱い力ーペットや床の上で長時間使用ずると、変色したり、そり返ることがあります。 
熱に強いマットなどを敷いてください。 


〇 


回使用ずる場所 


★ ij 油の廃棄 

灯油の廃棄処分は、灯油をお買い求めになった販売店にご相談<ださい。 


願い （ NCmCE) 


意 （ CAUTION) 


〇 


こいどな 
ほさなに 
、だ気因 
キ」< 湿原 
抜てとの 
をしる災 
グ去ま乂 
ラ除た} 
プをが〇 
源如物な 
電霸異に 
は/請や良 


にも V 長 
きおり不。 
ど如こ縁す 
き巧ほ絶ま 
とり{でり 


4 













3 各部のなまス 

nmm FF-35CT FF-4 已 CT’FF - 己已 CT 

タンクふた 




フアンフイルター 

(温風用空気取入口） 巧流用ファンモータ~ 




構造図 I 


遮熱板 遮熱板 



4 












固各部のなまス 



タイマーランプ セーブランプ 


点な……タイマー運転待機中でず。 
点滅 タイマー時刻を設定中です。 


点灯……セーブ運転が設定されていまず。 


















表示部 


■現在時刻表示 ；晶度 

現在の時刻を表示しまず 。I 時計 


^^1。(一 — PI ■故障•異聲こより自動消火したときの 
广 — 。 つ エラー 表71^ 

じ=_ L - • J 自己診断機能により、異常時には f - G 〜 

設定温度 室内温度3 ごを表示します。 

(「[[^故障•異常の見分けかたと処置ちま」参照） 


■タイマー運転時刻表示 

タイマー時刻表おは点滅 
します。 


温度 C 
時計 c 

•給油 


1 0 I い一' 

〇 iU 

設定温度 室内温度 


■給油に関する残り燃焼時間 

残り時間を表示します。 

※口油切れ時「-」を表示します。 














3 使用前の準備 


燃料 


@燃料は、巧油 （ JIS 1号打油）を必ず使用してください。 


A 危険 


L 古ガソ U ン使用禁止 

ガソ U ンなど揮発性の高い油は、絶対に 
使用しないでください。 

少量の混入でわ、火災の原因になります。 



ガソリン禁止 


•ガソリン、シンナーおよびこれらが混入した灯 
油、変質灯油、巧れた灯油、水やごみの混じって 
いる灯油などは、絶対に使用しないでください。 

•灯油は、必ず火気、雨水、ごみ、高温および直 
射曰光を避けた場所で灯油専用容器を使って保 
管してください。 


口油とガソリンの見分けかたのポイント 

指先に使用燃料をつけて息を吹きかけます。 
(火の気のないところでおこなつてください。） 

〇打油 ^ X ガソリン 


濡れたままです。 I すぐ乾いてしまいます。 



給油のしかた 



、 

給油は、必ず消火し、他に乂の気のない状態でおこなってください。 

A ま后、 

乂災のおそれがあります。 


消乂 


給油の際の手順と注意 







油タンクふたを開けて、油タンクを取り出ず。 


給油口□金を左「〇」へ回して取りはずず。 

•給油□□金を取りはずす前に、先端の弁部を押ず 
と、給油ロロ金び取りはずしやすくなります。 



給)由する。 

•市販の給油ポンプの先端を、止まるまで軽<差 
し込んで、油量計を見ながら給油してください。 
(ホースが抜けないよ5に注意しなびら給油し 
て<ださい。） 

•灯油は油量計の上部（ち図の給油位置今）まで 
給油してください。入れ過ざると、あふれ出るこ 
とがありまずので充分を意して給油してくださ 
い。 










A 糸 
1 お 


洽油ロロ金を締める。 

給油口□金をち「〇」に回して、確実 
に締めて < ださい。 

•こぼれた灯油はよく拭き取ってくだ 
さい。 

•給油□□金は、斜めに締めたり、締 
めつけが不完全ですと、油漏れによ 
る火災の原因になります。また、違 
つた給油ロロ金を取り付けますと油 
がでなくなります。 

油漏れのないことを確認ずる。 


ありまず。 



油タンクをセツトしまず。 

油タンクをストーブに正しく静かにたツトしまず。 


燃料切れの注意 


•油タンクの灯油が少なくなると、 「給油ランプ」 が点灯し、ブザーが鳴り、デジタル表示部に残り燃焼可 
能時間(分 ） r /ご」表示します。 

•運転スイッチを押して消乂してから、給油してください。 

•給油しませんと、2分ごとにブザー音び鳴りまず。約10分後に 「給油ランプ」 が点滅し、デジタル表示部 

の残り燃焼時間表おび 「 - 」 となり自動消火します。 

•再運転する場合は、本体温度が充分下がってから油タンクに給油し、 「運輯スイッチ」 を一度 「切」 にして 
から 「入」 にしてください。 



点乂前の準備と確認 


油漏れの確認 

ストーブの置台又は油タンクに油漏れがないか確かめてください。 

万一、油漏れしている場合は必ずお買い求姐の販売店に修理依頼、または当社にご相談ください。 


給気ホース • 排気筒接続の確認 

給気ホース-排気筒が正しく接続されているか確認してください。 
外れていると運転中に排ガスが漏れ大変危険です。 


ストーブ周辺の確認 

ス I -ーブの周辺および給排気筒トップの周囲に引火物や可燃物を置かないでください。 


居 








囲使用前の準備 


電源プラグをコンセント（家庭用 AC 
100 V )に確実に差し込む。 

•デジタル表示部は「-」表示されまず 

ので、現在の時刻をセットしてください。 



時 


度 

計 



現在時刻の設定のしかた (運車ち停止中にしかできません) 


じ秒伴0 

チャイルド□ック タイマー セーブ 

〇 〇 〇 


温度 

時計 


時計ランプ 



あげる-さげる■八'* 


SITIO 



〇タイマ—ルド□ックバ)/ 
〇セーブ 0給油 

デジタル表示部 


€ Sli 現在時刻び午後7時10分の場合 
® 〇または©のボタンを1度巧ず C 

「時計ランプ」が点滅しまず。 


②デジタル表示を見なが! 5© のボタンを巧して「，'弓」に合わせる。 
( D デジタル表示を見なが5 0のボタンを押して「ぶ」に合わせる。 


♦シこ J •じジのボタンは、一度押すごとに]時間または]分間ずつ進みます。巧し続けますと連続的 
に進みます。 

♦時刻合わせをする場合は、 「時計ランスが 点滅している間に•卜^のどちらかのボタンを押し 
て < ださし、。 

時刻合わせがでさなかった場合は、もう一度(:へ1またはのボタンを押してやり直してください。 


④ r 時計ランプ」が、点滅か!5点打に変わり、設定び完了しまず。 

. -お願い- 

•ストーブの時刻表示びズレる場合は、コンセントを一度抜いて、もう一度差し込み直して、時刻を 
設定してみてください。それでも直らないときはお買い求めの販売店までお問い合わせください。 

•ストーブに初曲て通電したときや、停電後や、電源プラグを、、胃 _ _ 

抜いて再通電した場合、デジタル表示は「-」表示され S — — •—— 

ますので、現在の時刻を設定してください。 J • 

設定温度 室内温度 


★省電力機能 


•時計表示中に、日分間経過しまずと、省電力機能が働いて、デジタル表示部が「消灯」して、電力の消費 
をおさえます。 



時計表示を確認したい場合は、操作部の運転スイッチじ(外のどれかのボタンを押すと表おします。 
運転スイッチを押すと点火動作に入ります。（運転中及びタイマー待機中この機能は働きません。) 









1] 使いかた 


点乂のしかた 


油タンクに灯油があるのに r 給油ランプ」 が 「点打」 または 「点滅」 している場合は、油受けを取り出し、 
ごみや水を捨て、灯油で洗浄してください。 （ 「巧 点検 • 手入れ」 の I 油受けの} 福 参照) 

また、給油□□金び間違っていないか、確認してください。 （ 「回使用前の準備」 の 區油のしかた I 参照) 



①「運乾スイッチ」を押して「入」にずる。 

• ブザー音がして「運転スイッチ」が点滅します。 

•「温度ランプ」び点灯し、デジタル表示部に設定温度と室内温度を表示します。 

⑤約120秒後に自動的に点乂し、「運転ランプ」が点抑こ変わります。 

. -お願い- 

•ご購入されて初めて使用されるときに、製品の塗料やパッキンなどが焼けることによって、におい 
や煙が出る場合がありまず。 

このよラな場合は、お部屋の窓（給排気筒トップ取付け場所より離れた巧）をかし開け、半曰か5 
1日程度、 r 強」運転をしてください。 

•初めて運転するとさは、送油経路に充分燃料び供給されていないため、一回で点火しない場合があ 
りますから、しば6く待ってからもラー度点火操作をおこなってください。 

•] 〜2回点乂操作をして、点火しなかった場合、何回ち点火しないでください。バーナー内に灯油 
がたまります。販売店にご連絡ください。 

万一灯油がたまったことに気付かずに点乂したときは、「運転スイッチ」を押しなおして「切」にし、 
たまった灯油が燃えつさるまで待ってください。 このとき、電源プラグをコンセントか b 巧かない 
で < ださい。 

•点火後約日分間は、温度調節に関係なく 「弱燃焼」 します。 

•点乂後約2分間は、巧流用ファンは回りません。 

•室温が日で下の場合は、点火までの時間は約4分になります。 


id 








固使いかた 


室温の調節のしかた (運転中にしかできません) 


購入後、初めてお使いになる場合は、「みご」（20む）び 温度 ■ 

•4 A つ 


d * つ 


設定温度となります。 時計 □ 

dlJ 

〇 

0 

1 1 f 


V 

設定温度 


室内温度 

_ J 



①0または0ボタンを1度押ず。 

「温度ランプ」び、点滅します。 

( D 温度を上げるとを。 

デジタル表示を見ながらと^のボタンを押します。 

③温度を下げるとを。 

デジタル表示を見なびらのボタンを押します。 


•温度設定をする場含は「温度ランプ」び点滅している間に© •に）ボタンのどちらかを巧してくだ 
さい。設定でをなかった場合はも5—度押して、やり直してください。 

•設定温度は1日む〜32む、室温表示は" 9む〜35むまで表示します。 

•室温表示は室温が一 icrci ； (下の場含「,1,コ」、3目む上の場合は 「W ,」と表示します。 

•設定された室温にコント□ールするために自動的に火力を調節します。 

•-度設定温度をきめますと、その設定温度を記憶していますので、変更をしない限り、消乂後再運 
転する場合ち同一設定温度になります。 

V_/ 


-お願し、- 

室温調節は、ス I -ーブの位置和部屋の大ささなどで、必ずしち前面パネルの「デジタル表示部」の室内 
温度表示と室温とは一致しません。 

このような場合は、ルー厶ヴーミスタを、工事説明書の〔 ルームサーミ スタの 記 i 豪 ( ay ) を参照し 
て、適切な位置に付け替えてください。 








セーブ運輯のしかた (運転中にしかできません) 


セーブ運転時は、運乾中に室温が設定温度より、約2で上昇すると自動的に r 消乂」しまず。また設定 
温度まで下がると、自動的に「再点乂」しまず。 



©「セーブボタン」を押す。 

「セーブランプ」び点灯し、設定されます。 


解除のしかた 
( D 「セーブボタン」を押す。 

「セーブラン刀び消灯し、解除されます。 


ぶ 







圆使いかた 


タイマー運転のしかた (タイマーを使用して暖房を始めたいとき) 


タイマ-運転をする場合は、「凶使用前の準備」の1 
してからでないと、タイマー運転でさません。 

V 

現在時刻の設定のしかた 

1に従って、時刻合わせを 

_ ノ 

^ 1 、 


ぐ 

このストーブのタイマー運転は、その時の室温により自 

A 

室温によるタイマ~点火時刻の自動変更 

動的にタイマー運転による点乂時刻を変え、希望の時刻 

1日むし^上設定時刻 

にはお部屋を暖かくしておさます。 

0む〜1日む一設定時刻の10分前 

(室温1日む1^^下の場合） 

\_ 

日む仪下一設定時刻の20分前 

) 



初めて設定するとさはデジタル表示部の表示が 
「-」表ちに変わり、「タイマーランスが点滅します。 


参タイ7— 
0セーブ 


@デジタル表示を見なが5 0のボタンを押して「 S 」に合わせる。 
③デジタル表示を見なが5 0のボタンを押して「み:;'」に台わせる。 


•シリ ’ W のボタンは、一度押すごとに ] 時間または1日分間ずつ進みます。押し続けまずと連続的 
に進みます。 

•時刻合わせをする場合は、「タイマーランプ」 が点滅している間に•©のどちらかのボタンを 
押してください。 

•設定できなかった場合は、わう一度「タイマーボタン」を押してやり直してください。 


④「タイマーランプ」が、点滅している間に r 運輯スイッチ」を押して「入」にずる。 

かし待つと、「タイマーランプ」が点灯してデジタル表示は現在の時刻を表示してセットび完了しまず。 


tk 










-お願い- 

•タイマー運転は、一度タイマー運転時刻を設定ずれば、変更しない限り、「タイマーボタン」を押し 
て「タイマ—ランプ」の点滅中に、「運転スイッチ」を「入」にするだけで同一時刻で設定が完了します。 
•「運輯スイッチ」を押して、「運転ランプ」が点滅しているときに、「タイマーボタン」を押すと、「夕 
イマーランプ」が点滅し、少し待つと「タイマーランプ」が点灯しセツトび完了します。 

•タイマー運転時刻を変更する場合は前記と同手順でおこなってください。 


解除のしかた 


タイマー運転操作をした後、タイマー点火時刻前に通常運転をおこないたい場合。 

〇 r 運転スイッチ」を巧して「切」にずる。 

一[タイマー運転の觸除] 

@ r 運転スイッチ」を再度押して「入」にずる。 

一[通常運転開始] 

亏一產転のま意事項1 


-お願い- 

•通常運転中に「タイマーボタン」を押すと、消火して r タイマー運転」の状態になり、タイマー運転時 
刻に自動的に点火します。 

•タイマー運転時刻の確認は、タイマー運転待機中または運転停止時に r タイマーボタン」を押すと、 

1日秒間表示します。 

♦タイマー運転操作後に停電があったとさや、ストーブを揺らして対震自動消火装置が作動したとき 
は点火しません。 


ぶ 




国使いかた 



① r 運輯スイッチ」を押して r 切」にする。 


• 「運転スイッチ」がしばらく点滅してから、消灯します。 
•デジタル表示部は、現在の時刻を表示します。 


消火後しばらくは対流用フアンは回転し続けます。その後自動的に停止します。 
対流用フアンが止まるまで、電源プラグを抜かないでください。 


-お願い- 

•ストープの消火は電源プラグをコンセントから抜きとったり、ストーブをゆずって消してはいけま 
せん。 

♦外出ずるときは、必ず消火して<ださい。 

•長期間留守にするときは、必ず電源プラグをコンセントから抜いておいてください。 


消乂後再点火ずるとをのま意 


消火後すぐに再点火すると、過熱防止装置が作動したり、異常音び出ることびありまずので、しばらく 
冷えるまで巧ってから再点火してください。 


ャイルド□ックのしかた _ 

チャイルド□ックは、お子様のいたずら操作の防止や、誤って「運転スイッチ」を押してち点火しない 
ようにしたいとさに使用します。_ 



莖查のしかた 

① 運輯中や運転停止中に「チャイルド□ックボタン」を3秒!;(上長押しすると r チャイ 
ルド□ックランプ」が点灯し、チャイルド□ックが設定されまず。 

•運転中は運転スイッチで消火のみ操作巧能です。設定温度の変更などの他の操作はできません。 
•運転停止中はすべての操作がでをません。 

解除 のしかた I 

② チャイルド□ックが設定されているときに「チャイルド□ックボタン」を3秒じ Lb 長 
押しすると「チャイルド□ックランプ」が消灯し、チャイルド□ックが解除されます。 

氏 













使用上の注意 


A 注意 


I 女局温 部接触禁 止； 

燃焼中や消火直後は、高温部、給排気筒トップ、ルー;く一などに手などふ 
れないで < ださい。 

やけどのおそれびあ0ます。 


接触禁止 


•ご使用中に、においがしたり目がしみる場含は、給排気筒 
やパッキン部からも排ガスがもれていることが考え5れ危 
険でず。 

使用するのをやめてお買い巧めの販売店にご相談ください。 

•ス I -ーブや給排気筒には、床暖房用の熱交換器などを取付 
けないで < ださい。 

ス I -- ブや給排気筒に熱交換器などを取付けると排ガスの 
水分が結露しやす<なり、結露水が凍結して給排気筒を塞 
ぎ、不完全燃焼や排ガスが室のに漏れる原因となり危険で 
す。また、ストーブの寿命を短くする原因にちなります。 



•屋外の給排気筒トップが雪に埋ちれたり、結氷していない 
か、曰常点検してください。 



•長期間使用しない場合和、使用期間び終わりましたら、必 
ず電源プラグをホ友いてください。 

ほこりや巧れびついて発火することびあります。 

•このストーブは、雷に対する安全機構をそなえていますび、 
雷の条件によってはス1 -- プび故障ずることびあります。 
雷が発生したら電源プラグをコンセントから旅いてくださ 
ると安全です。またストーブをいためることちありません。 

•油成分が多量に飛散する場所では使用しないでください。 

•ス [ -ーブの近くでラジオなど使用すると、ラジオに雑音が 
混入するおそれがあります。 

•使用中、停電や電源プラグが抜けた後に再通電しますと、 
デジタル表示部に re - G 」 が表示されます。このような 
場合の再点火は、しばら<待ってス I -ーブの本体温度び充 
分下がってからおこなって<ださい。 

•正常燃焼中の炎は青炎でところどころに黄色び湿じります。 
又炎はある程度片寄ったり、ゆれることがありますび異常 
ではありません。 



A 





固安全装置 


♦安全装置が作動するのは何!5かの異常があるとをですか!5、下記の処置をしても正常にな日ないと 
きは、お買い求めの販売店にご相談< ださい。 

•安全装置が作動した場合は、「運転スイッチ」を押し「則にしてから、下記の処置をおこない、再度 
「運転スイッチ」を巧して r 入」にしてください。（再点火操作） 


ま全装置 

はた 5さ 

処 置 

巧震自動消乂装置 

卜 5 , 

1 

1 

1 

•運転中にストーブ本体が地震(震度約日上） 

や強い振動、衝聲を受けた場合、火災などの 
危険を防ぐために自動的に運転を停止します。 

•タイマー運転中に, E - 5を表した場合、夕 
イマー運転は解除されます。 

•地震によって作動した場合、 
周囲の可燃物、機器の損傷、 
油漏れ、給排気筒の外れな 
ど異常がないことを確認し 
てから再点火してください。 

点火安全装置 
い？1 

•点火ヒーター-電磁ポンプ-燃焼用送風機な 
どの故障により点火しないとさに、運転を停 . 
止しまず。 1 

1 

1 

参点乂ヒーターの故障が原因 
で運転を停止したとさはバ 
ーナー底に灯油がたまりま 
ず。たまった打油をふさ取 
ってから、ご使用ください。 
(販売店にご相談ください） 

停電安全装置 

E - こ! 

•運転中に停電や電源プラグを抜くなどして電 
源が切れたとさは、自動的に運転を停止しま 

す。 1 

•再び通電されても運転しません。 i 

•タイマー運転中に停電があった場合、タイマ 
一運転は解除されまず。 

参再点火操作をします。 

♦現在時刻の設定とタイマー 
点火時刻の設定をやりなお 
しまず。 

燃焼制御装置 

£- 5 

•燃焼中に炎が消えたとさ、自動的に運転を停 
止させる安全装置です。 

•再点火操作をしまず。 

1 

1 

過熱防止装置 
ら-巧 

•対流用フアンモーターの故障や異常燃焼など 
の原因でストーブが異常過熱したとを、また 
はフアンフイルターにほこりがつまった場合 
に、火災などの危険を防ぐために燃焼を停止 
しまず。 

' •フアンフィルターのほこり 
を取り除いてから、再点火 

1 操作をします。 

•処置をしてち、繰返し作動 
するとさは、いったん運転 

1 スイッチを「切」にして、販 

売店に連絡してください。 

E - 表示は安全装置が作動したとさのエラー表示です。 

詳しくは、 「画故障•異常の見分けかたと処置ちま」 を参照してください。 

- お願い — 

すべての処置は必ずストーブ 
を消火し、本体温度が充分下 
がってからおこなってください。 


Ek 




3 点検-手入れ 


点検-手入れをおこなラとをは 


•点検•手入れをおこなうときは、ストーブを消乂し、ス I -ーブが充分冷えてから、必ず電源プラグを振 
いておこなつてください。 

•部品に触るとき和、内部を掃除するときは、手をけびしないように、手袋をはめておこなってください。 
•ストーブをベンジン、シンナーなどでふかないでください。変色します。 

•電装部品和燃焼部の取りはずし、分解はおこなわないでください。 


使巧のたびに 


_が！單の状態 I 

•ス [ -ーブの周囲は、常に整理、清掃し、燃えや 
すいちのを置かないよラにしてください。 

•ス I -ーブはいつわ清潔に掃除してください。 

ミちれたままのご使用は危険のちとですし、スト 
-ブのいたみを早めます。 

•給排気筒及びトップの周囲には、危険物や障害 
物がないよラにしてください。 

★ほこ追！ 

•ストーブについたほこりやミちれは、掃除機で吸 
い取ったり固くしぼった濡れ雑巾などでふを取 
ってください。 

女臭気-すす 

•燃焼中に排ガスのにおいがしたり、給排気筒卜 
ップからずすが出ていないか確認してください。 
異常があれば販売店に連絡して < ださい。 


女油漏れ、油の たまり、 油のにじみ I 

•油タンクやス I -ーブに油漏れかまたは油のたま 
り、油にじみがあるかどラかを調べる。給油の 
ときこぼれたな油はよくふさとってください。 
万一油漏れによって油のたまり、油にじみが生 
じているとさは、消火操作をし、原因をたしか 
め防漏処置をし、油漏れがなくなったことを確 
認した後、漏れた灯油を取りのぞいてから点火 
操作をしてください。 




★のぞさ窓 


★フアンフイルター 


•のぞき窓がずすで巧れてくるような場合や、破 
れがある場をは、販売店に相談の上、修理交換 
してください。 


♦ストーブ背面の フアンフイ ルターを引き抜いて 
から、ほこりを掃除機などで取り除いてください。 



















图点検-手入れ 


箇月に1回な上] 


★ル ーバーのほこ り 

•ルーバーび巧れたり、ほこりが付着した場合は、掃除機や、固くしぼった 
飯れ雑巾などでふを取って<ださい。 




★電源プ ラグ- コンセント ! 

•電源プラグ、コンわントにほこり皆巧れがたま 
ると火災の原因になることがあります。 3箇月 
に]〜2回電源プラグをコンセントから掠いて 
付着したほこり和ミちれを取り除いてください。 



★油受け の掃除 

•油受けは灯油は通しま 
すび水は通しにくいフ 
ィルターで でさていま 
す。油受けに水やごみ 
びたまると、油タンクに 
丹油びあるのに、「給油 
ランプ」が「点滅」して消火することびあります。 
♦「油タンク」を取り出してから、「油受け」を傾け 
ないよラに取り出し、たまった水やごみを取り 
除いて < ださい。 

. -お願い-> 

油受けは、水で洗わないでください。 

必ず灯油で洗ってください。 



シーズンに1回上] 


★パッキン1 ★点乂 ヒーター 


•燃焼中、室内ににおいびこわるような場合は、 
とくにを意して点検してください。 

• 燃焼筒とバーナーの接続部•熱交換器の上部 
•点火ヒーターの取0付け部 


♦点火ヒーター及びパッキンびちくなり、切れた 
り、ずきまなどびあると、点火不良及びガス漏 
れの原因になります。 

(販売店にご相談ください） 


★油受けざ5の掃除 I 


♦油タンクと油受けを取り出し、市販の給油ポンプ等で油受けざら内の水やごみを取り除いてください。 









シーズンに 1 回な上 


★燃焼リング、ノ（ーナー、燃焼筒、熱交換器 


•燃焼リング、ノ くーナ ー、 燃焼筒、熱交換器は高温になりますので焼損ずることがあります。とさどさ点検し、 
変形や焼損していたら早めに修理して<ださい。（販売店にご相談くださし、） 


み給排気筒、排気筒 


ご使用中、においがしたり目がしみる場含は、給排気筒、排気筒やパッキン部か5排ガスがもれてい 
ることが考え5れ危険です。点検後お買いホめの販売店にごホ目談<ださい。 


•給排気筒や排気筒の接続部の外れ、ゆるみ、つまり、腐食、固定の状態、給排気筒トップの周囲に可燃 
物がないかなどを、ときどき点検して、異常があればなおしてください。 

■排気筒の接続部に使用しているゴム製の IJ ング （0 リング）は耐熱性のものですび、2〜3年で炭化ず 
ることがあります。ゴムの硬化及び割れなどびある場合には、においや排ガスがちれるおそれがあり 
ますので新しい部品に交換してください。 

■給気ホースがふさがっていないか点検してください。 



0リング 

種類 

運動用0リング 

呼び径 

P 39 4種 C 

材質1 

[ シ U コンゴム 


などの災害が発生したときの点検について 


•地震などにより製品に振動、衝撃が加わったときは、運転をずる前に必ず;欠の点検を実施してください。 


点検内容 


•機器の損傷の点検 •給排気筒回りの外れ、漏れの点検 •ストーブや油タンクからの油漏れの点検 
★点検で異常がみつかったとき作、点検したのちに使用しているとさ、排ガスのにおいがしたり目がしみ 
る場合は、使用を中止して、販売店または別紙の I お客様相談窓口一覧]に修理依頼をしてください。 









国定期点検 


長期間ご使用になりまずと、機器の点検が必要です。機器の寿命をより長く、より良い燃焼で快適にま全 
にお使いいただくために、2年に1回程度、シーズン終了後などに、お買いホめ店、または修理資格者(:（財） 
日本石油燃焼機器保守協会 （ TEL 03-3499-2928) でおこなラ技術管理講習会修了者（石油機器技術 
管理±)など〕のいる店、当社などにお問い合わせください。 


V ノ 

r 

定期点検の内容 ] 

項 目 

内 容 

送油経路の点検， 

掃 除 

•油受けの掃除 •油受けざらの掃除 

•ストーブや油タンクからの油漏れ 

機能部品の点検- 
確 認 

•電気配線*安全装置のはたらさ•操作部品-動<部品のはた b さ 

消耗しやすい部品 i 
の点検•交換 

•点火ヒーター、燃焼リング、ク□スマット、給油□□金、油受け 

1 - - - 


掃除-点お*整備 


♦本体内部、フアンフィルター、対流用送風機、ブ□アケース（ブ□アモーター) 
•各接続部のパッキン、0リング•給排気経路の接続、つまり 





国法定点検（長期使用製品ま全点検制度) 


•この製品は消費生活用製品安全法(消安法）に定められた特定保守製品です。 

•特定保守製品は、お客様自身による保守が難しく経年劣化による重大事故の発生のおそれがある 
ため、消安法により長期使用製品安全点検制度の対象に指定された製品です。 

•点検期間に法定点検(有償）を受けていただくことが求められています。 

•この製品の設計標準使用期間は8年としていますが、製造年から7年後の6月から9年後の6月まで 
を法定点検期間と設定しています。（具体的な法定点検期間については本体に表示しています。） 

ご登録いただいた所有者情報に基づき、点検通知を送付いたします。 


•特定保守製品とは… 

「消費生活用製品のラち、長期間の使用に伴い生ずる劣化(経年劣化）により安全上支障が生じ、一般消 
費者の生命又は身体に対して特に重大な危害を及ぼすおそれが多いと認められる製品であって、使用 
状況等から みて その適切な保守を促進する こと が適当なわの（消安法第2菜第4項）として指定された製 
□□ C す。 

•法定の点検期間が到来した！5点検を受けましょう。 

•特定保守製品は、経年努化による重大事故を防止するために、製品毎に設定された点検期間中に点 
検を受けることが製品の所有者の責務として求められています。（消安法第32菜の 14) 

本製品に表示されております点検期間が到来しましたら、忘れずに点検を受けましょラ。 

•なお法定点検後ち使用を継続する場合には、こまめに （1 〜2年)法定点検に準じた点検を受けること 
び本製品を安全にお使いいただくた他に必要となりますので、ごミ主意ください。 


•法定の所有者登録をしましよラ。 

• 特定保守製品の所有者は、この製品の製造（輸入)事業者に法定の所有者登録をすることが巧曲られ 
ております。（消安法第32菜の8第1項及び第2項）製品に同捆した r 所有者票」に記載して投函又はし U 

下の連絡ち法にてご登録をお願いします。 未だご登録がお済みでない方や、所有者登録の内容に変 
更が生じた場合には、速やかにご登録をお願いしまず。ご登録されていませんと点検通知の送付が 
でさません。 

• ご登録いただいた所有者情報は、消安ま、個人情報保護法及び当社規定により適切な安全対策のち 
とに管理し、法定点検、リコール等製品安全に関するお知らせをする場合外には使用致しません。 

• 所有者票がお手元にない場合は、お問いをわせ連絡先にご連絡ください。 

■所有ち登録の方法 

• 所有者票(返信八ガキ）でのご登録 

製品に同栖されている所有者票に必要な事項を記載の上「保護シール」を貼り付け返送願います。 

• インターネットでのご登録 
下記のアドレスから登録いただけます。 
http://www.toyotomi.jp/l 日 ken.html 
• 電話でのご登録 

株式含社トヨトミヴービス課0日 2-822-1 144へご連絡ください。 

受付時間は、受付時間/平曰9 : 0日〜] 7 ; 00 

※年末年始や夏休み等当社の休曰については、下記のアドレスからご覧いただけます。 
http://www.toyotonni.jp/profile/office/inciex.html 

•法定の点検通知をします。 

法定の所有者登録をいただいた方に、法定の点検通知をいたします。（消安法第32菜の] 2) 

引っ越し等で所有者登録の內容に変更が生じた場合には、上記の変更登録をお願いしまず。 

変更登録をされませんと点検通知の送付びできません。 




图法定点檢（長期使用製品ち全点検制度) 


【本製品の設計標準使用期間について】 

本製品は、設計標準使用期間を8年と算定しており、適切な点検をすることなく、この期間を超えて使 
用されますと、経年劣化による発火-けび等の事故に至るおそれがございます。 

^設計標準使用期間とは、標準的な使用条件（下記のく設計標準使用期間の算定の根拠 > 参照）の下で、 
適切な取扱いで使用し、適切な維持管理がおこなわれた場合に、安全上支障なく使用することができる 
標準的な期間と して 設計上設定される期間で、製品毎に設定されるものです。（消安法第32条の 3) 
メーカー無償保証期 間とは異なるちので すのでご注意ください。 

<設計標準使用期間算定の根拠> 

本製品の設計標準使用期間は、製造年月を始期とし、（社）日本ガス石油機器工業会規格 JGKAS 目 
406「家庭用密閉燃焼式石油温風暖房機の標準使用条件及び標準加速モード並びにその試験条件」に基 
づきし^下の使用条件を想定して、当社において耐久試験等をおこなった結果算出された数値等に基づき、 
経年劣化により安全上支障が生ずるおそれび著し<かない ことを 確認した時期を終期と して 設計標準 
使用期間を設定しておりまず。 


項 目 

条 件 

年間使用時間 

2,已00時間 

換気回数 

0.己回 /h 

暖居設定ミ晶度 

含洗 


また製品の設計標準使用期間の算出には、上記と使用年数一故障率の特性を使用して8年相当と算出し 
ています。 

くごま意<ださい！> 

•本製品を上記の標準的な使用条件を超える使用頻度や異なる使用環境でお使い頂いた場合においては、 
設計標準使用期間よりち早期に安全上支障を生じるおそれが多くなることが予想されまずので、製 
品に表示している点検期間よりも早期に点検を受けましょう。 

•具体的な点検期間は、当社ヴービス課の已 2-822-1] 44) にお問い合わせください。 

•製品を目的外の用途で使用したり、業務用に使用されるなど、上記の標準使用条件と異なる環境で 
ご使用された場合ち設計標準使用期間の到来前に経年劣化等による重大事故発生のおそれが高まる 
ことが予想されますが、このようなご使用は、お控えいただくよラお願いいたします。 

【点横をおこなう事業所の配置その他体制に関ずる事項】 

本製品の点檢に関するお問い含わせは下の連絡先よりお願いいたします。 

■株式会社トヨトミサービス課 
Tel :日己 2-822- 1144 
Fax : 0能- 822- 2742 
•受付時間/平曰9 : 00-17 : 00 

^年末年始や夏休み等当社の休曰については、下記のアドレスからご覧いただけまず。 
http :// www . toyotonni . jp / profile / office / inclex.html 
参点検料金について 

•点検費用は、お客様にご負担いただくこととなります。また点検の結果、整備が必要となった 
場合は別途整備費用が発生いたします。 

点検料金は技術料、出張料を合計した金額となりまず。なお点検料金の設定の基準は、下記の 
アドレスからご覧いただけまず。 
http ;// www.t 日 yotomijp / tyouki / index.html 
• 具体的な点検料金につきましては、上記の連絡先にてご確認いただけます。 

争点検等に関する事業所は、 [お客様相談窓口一覧] (別紙参照)に記載の支店.営業所になります。 





【点検の結果必要となると見込まれる部品の保有期間】 


点検項目 

整備用部品 

口 l ^ n □名 

保有期間 

(1) 燃焼制御装置 

炎検知装置 

]0年 

(2) 安全装置 

対震自動消火装置 

] 日年 

(3) 過熱防止装置 

パイ タルスイッチ 

] 日年 

(4) 給排気経路 , 

給排気筒、給排気管 

10年 

(己）燃焼状態 

熱交換器、点火ヒーター、燃焼リング 

1日年 


^上記部品は経年劣化により不具合が発生するおそれのある箇所に関ずる部品であり、補修用性能部 
品(製品の機能を維持するために必要な部品）とは異なります。 

なお補修用性能部品の保有期間は製造巧切り後7年でず。 

【本製品の清掃その他日常的におこなうべき保守の内容及びその方法】 

•本製品を安全にご使用いただくためには、お客様においてち曰常的に清掃や安全確認をおこなって 
いただくよラお願いいたします。 

♦本製品の取扱説明書 P 1 9「回点検•手入れ」に記載の方法で清掃や安全確認をおこなってください。 
•清掃作異常を感じた場合の措置をおこなう際には、製品の運転スイッチを OFF にして電源プラグを巧い 
てからおこなってください。 

•本製品の取扱説明書 P 26 「 [1^ 故障•異常の見分けちと処置方法」に基づいて調べて異常が生じた場合 
は、直ちに使用を中止してお買い求めの販売店に連絡してください。 


ぶ 




画故障.異常の見分けかたと処置ち法 

I 理を依頼される前に調べていただきたいこと 


•修理を依頼される前に下表の内容を確認してくださし、。 
下表のよラな状態は故障ではありません。 



状 態 

説 明 

点 

火 

初めて使用するとさ、けむりやにおいが出る。 

製品の塗料やパッキン、燃焼部に付着した油や 
ほこりなどび焼けるためです。 

点火-消火時に r キシ三音」がする。 

加熱、冷却時にでる金屬の膨張、収縮音です。 

消 

火 

時 

1 

点火してもずぐ温風がでない。 

不快な冷風を出さないためであり、ストーブ内部 
が暖まると自動的に出まず。 

初めて使用するとをは、電磁ポンプの振動 
音び大さい。 

ポンプ内に空気が混入しているためです。しばら 
くすると止まります。 

■ 

燃 

焼 

時 

V 

「カチカチ」時計のよラな音がする。 

電磁ポンプの運転音でず。 

!燃焼筒や熱交換器の一部がうず赤<赤熱す 
る。 

異常ではありません。 

ときどき黄色い炎がでる。 1 

:異常ではありません。 よ 






電源プラグをコンセン' r \ ! I I I nu 電源プラグをコンセントに 

卜に差し込んでいない U , I I U 差し込んでください 


停電した 

〇 





〇 

E -0 




〇' 

停電復帰後点火し直して< 
ださい 

対震自動消乂装置が 
作動した 






〇 

E - 弓 





再点乂操作をしてください 

油タンク、油受け、 

油受けざらに水が入 
つている 


〇 

〇 



〇 



〇 


zK 混入の灯油をしっかり 
抜いてください 

油タンクに灯油び 
ない 


〇 



. 

〇 



〇 


な油を入れて<ださい 

灯油が給油のときに 
こぼれた 





〇 


〇 




こぼれた灯油をきれいに 
ふをとってください 

不良灯油を使用した 


〇 

E-E 

〇 

〇 







販売店までご相談<ださい 

省電力機能が作動し 
ました 










〇 

操作部のいずれかの 
ボタンを押してください 

配線不良びある 

〇 


〇 

〇 


〇 




i 

販売店までご相談ください 

コント□ーラー不良 

〇 

〇 

〇 

|〇 


|〇 



1 

1 


// 

ねじ類の締めつけ不良 
組み立て不良 




1 

〇 

1 

1 

〇 

io 

r — 

1 

1 

// 

フレー厶□ッド不良 






:〇 

' f -6 


! 

1 


II 

電磁ポンプ不良 


〇 

E -3 

〇 

〇 

〇 

〇 

E - ら 


1 



, // 

1 

点乂ヒーター不良 

1 

1 

\〇 

E -3 





1 

i 



1 // 

1 

排気筒接続不良 

1 

\ 



〇 

1 

1 

1 



1 

1排気筒の接続を確認して< 

1ださい 

給油□□金が間違って 
少る 

I 

1 


1 

1 

1 


1 

1 

1 

;。 

1 

1 

1正しい給油□□金を取付け 

1てください J 


処置をおこなってち改善されない場ちや原因が特定できない場ちや該当する現象がない場ちは、お買い巧 
めの販売店までご連絡ください。 


参燃焼中「カチカチ」音がすることがありまずが、電磁ポンプの運転音で異常ではありません C 
参表中の表示は「デジタル表示」（エラー表示）を示しまず。 


ぶ 



議まてのランプ墓盞 
給油ランプが点滅する 
びびり音が出る 
置台に油にじみがある 
使用中急に消える 
使用中室内がにおラ 
黄火でちえる 


炎が大さ<ならない 
点火しない 

運転スィッチが点灯しない 





画故障-異常の見分けかたと処置方法 


デジタル表示(エラー表示)の見方 


ス I -ーブの運転中に異常び起こり消乂した場合、下記のように、デジタル表示部に 「エラー表示」 しまずので 
処置をしてください。 


エフー表 W 

原 因 

処置方法 

回囚 

•運転中に電源が切れました。 
•タイマー点乂待機中に電源び切れ 
ました。（停電安全装置び作動） 

♦電源プラグの差し込みを確認し、再点火操 
作をしてください。 

回囚 

♦点火安全装置び作動しました。 

•販売店まで連絡してください。 

回因. 

•巧震自動消火装置び作動しました。 

•作動した原因を取 0 除さ、再点火操作をし 
て < ださい。 

回因 

•運転中に消火しました。 

•販売店まで連絡してください。 

回 0 

•ブ□アモーターび故障しました。 

•販売店まで連絡してください。 

回回 

•過熱防止装置び作動しました。 

•本体温度が充分下がるのを待って、ファン 
フィルターを掃除し、再点火操作をしてく 
ださい。 

回回 

♦バーナーヴー S スタが断線しました。 
•ノ（ーナー内に灯油びたまりました。 

•販売店まで連絡してください。 

图图 

•着火ミスを 3 回しました。 

. 1 

•販売店まで連絡してください。 

回邸 

1 

•排気筒びはずれました。 

广 

:•排気筒を点検して接続を確認し、再点火操 
作をしてください。 

「一1 1 -- 1 

給油ランプの点滅 

•油タンクの灯油びなくなりました。 

1 •灯油を給油してから再点火操作をしてくだ 
さい。 

•油受けの掃除をしてください。 

1 J 1 J 

バー表示点滅 

•タイマー点火時刻が設定されてい 
ません。 

•運転スイッチを「切」にして、タイマー点火 
時刻を設定してください。 

□囚 

•室温び 3 目で！;(上になりました。 
•ルームサー三スタの取り付け位置 
びよ<ありません。 

•ルー厶ヴー三スタの取り付け位置を確認し、 
適切な位置に移動させてください。 

n 图 

•室温が一 itrc じ(下になりました。 
•ルームヴー三スタの不良、断線、 
または配線抜けです。 

参販売店まで連絡してください。 

全消巧 

•營電力機能び作動しました。 

•操作部のいずれかのボタンを押して<ださ 
い0 











四部品交換のしかた 

I ★分 解理の禁止 

故障、破損した！5使用しないでください。 

不完全な修理は、危険です。 分解禁止 

短期間に消耗する部品は特にありませんが、燃焼リング、電磁ポンプ、点乂ヒーター、ノ くッキンなどの交換 
部品び必要な場合は、お買いホめになった販売店にご相談ください。 

★部品交換の際は、必ず純正の補修部品をお使いください。純正の部品じ1外を使用して万一故障や事 
故が発生した場合、当社は責任を負いかねます。 

不完全な修理は危険でず。修理をお受けになる場含は、財団法人日本石油燃焼機器保守協会でおこな 
ラ技術管理講習会修了者(石袖機器巧術管理±)などのいる販売店で修理されることを推奨します。 


画保管(長期間使用しない場合） 

•ストーブを保管ずる場合は、 「回点検•手入れ」 の項を参照して、ストーブの手入れをしてから保 
管してください。また、いたんでいる箇所は修理をしてから保管してください。 

♦格納-保管場所は、湿気-火気-高温などの悪い影響のおよびにくい所であって、しかもス I -ーブ 

の上には重量物をのせたり、人が乗ったりしないよう配慮してください。 

V ____ J 

1ストーブを長期間使用しないで保管するとさは、必ず電源プラグをコンセントか5抜く。 

2 ストーブを使用する季節が終り格納するとさは、油タンク、油受けざ5内の灯油を市販の給油ポンプ 
等で全部巧き取ってください。 

( 「の点検•手入れ」 の [ MMi ? 量らの掃鼠 参照） 

/-お願い- - - X 

油タンク、油受けざ！5に打油が残っていると、謂びたり、穴があいたりする原因になります。_^ 

ス I -ーブや油タンクの表面をふいてください。 

•固くしぼった濡れ雑巾や、薄めた中性洗剤で巧れを取り、乾いた布で水気をふき取ってください。 
★シンナー、ベンジンなどでふくのはおやめください。塗装が変色したり、危険です。 

本体にほこりがたま5ないよう、適当なカバーをかける。 



A 注意 


— 


附属品と「取扱説明書」-「工事説明書」- r 保証書」も紛失しないよう同時にな管しておく。 







型 式の呼び I 
i 類 

点火方式 
使用燃料 
燃焼状態 

燃料消費量 

1 M _ ■_ 

熱効率 
暖房出力 
をタンク容量_ 
が形 寸法 

1_!_ 

電 源電圧巧び周波数 

定格消費電力 

給排気筒の型式の呼び 
給排気筒の呼び径 
給排気筒の is 離目の孔径 
掛を細も 
電流ヒューズ 
安 全装置 
_塵_ □□ 

■送油経路図 


FF - 3日 CT _ FF -45 CT __ FF - 己己 C 下 

密閉 式石油ストーブ• ポット式•強制給 排気形 • 強制対 流形 

_電気点火 _ _ 

灯油 （ JIS 1 号） 


最大 

最ル 

4.07kW 

(0.396L/h) 

1.24kW 
( 日 . 120L/h) 

14670 kJ/h 1 

4445kJ/h 

8 目 . 日％ 

. 86.0% 

3 .日日 kW ! 

! l.OBkW 

5.0L 1 

高巧 5 日綱.幅叫 ta. 契巧 3 日日刪懼台を含む :: 

17kg 


点火時巧日/巧 0W 
待機時 1 

' 嫌焼時 29/26W 
.1/1 .日 W 


最大 
5.24kW 
(0.509L/h^ 
18850 kJ/h 
- 86 . 0 % _ 
4.50kW 


取小 

1.62kW 
( 日 .1 已 7L/h) 


最大 

6.40kW 

).622L/h) 


己 81 日 kJ/h 123040 kJ/h 


86 . 0 % 

1.39kW 


86,0^ 
已 . 目 OkW 


取小 

1.85kW 
(0J_80L/h) 
~66 日 7kJ/h 
86 . 0 % 
1.59kW 


■配線図 


電源 ： LX - 

点乂ヒーター 
フアンモー ター 
ブロアモーター 

電磁ポンプ 

操作表示基板 


副〇 酔契巧3日日刪懼台を含む:: 高さ6日 0 mm • 幅 49 Sn ini • 興行 418麵（背面カノ を含む) 

1 7 kg _ 20 kg _ _ 

_ 一 100 V 日日/6日 H z _ 

0/250 W 嫌焼時 29/26 W 点火時2日日/ 250 W 燃焼時 51/46 W 

待機時 1.1/1 .日 W 待機時 1.1/1 .日 W 

I 最大 68 P / 目 8 PW (点 が欄時に短時間発お _ 最大 680/680 W (点火初期時に短時間 発生） 

_ FFP-320 __ _ 

__ DM _ ^ 

_70〜8加11リ _ 

—— 26 日む1；(下 一一_ 

_ 4 A _ 

護自動消火装置 • 点火 安全装置 • 停電安 全装置 • 過熱 防止装置 • 燃焼 制御装置 
壁固定金具セット）-標準給排気筒セット （1 セット） • 木ねじ （1 本） 

同圧管 

もどり管 

送油管 - 油 


燃焼リング 
パーナー 


FF-35CT 


ン緑 

卜百 


里ラ f 

ま 


-給排気筒トップ 
フレーム□ツド 
-ァ—_ —ス. 

:過熱防止装置|9日で 
!巧露自動消火装置 
:ルームサー S スタ 
!パーナーヴー ミスタ 
-ホール I C 
_給油装置 


油受けざ5 

FF-4 己 CT-FF - 己己 CT 

h 白 f I 白 I 一一 I 給排気筒トツ 3 


トランス 

電源 

点火ヒーター 
戸ァンモーター_ 
□アモーター 

電破ポンプ 

操作表示基板 


黒一[フレーム□ッド 
緑—ァース 
赤^過熱防止装置|8日で 
緑];コ巧顆白動消火装置 
白 I j レームヴ ー S スタ 
黄^^く ーナーヴー ミスタ 
ホ r 

a -ホ—— J レ1し 

请 -1__ 

霉 給油装置 


運転スイッチ 


運転スイッチ 


トランス 


白 


緑 

青 

黄 

1 

黒 

□ 

ホ 

ン . 

青 

- 

灰 

□ : 

茶 

ホ 

檔 

黄 

1 

ラ 

1 
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因アフターサービス 


保話について i 


•添付しておりまず保証書は販売店で所定事項を記入してお渡ししますので、お受け取りください。記載 
内容をご確認のうえ大切に保管してください。 

•保証期間はお買いホめの日より1年間でず。 


修理を依頼するとさ I 


•「因]故障•異常の見分けかたと処置方法」 に従って、お調べください。直らないときは、ご使用を中止 
し、必ず電源プラグを抜いてから、お買い求めの販売店にご連絡ください。 

•ご連絡いたださたい内容は次の通りです。 

①品名… FF 式石油暖房磯(密閉式石油ストーブ） 

③型式の呼び…〔例〕 FF -3 己 CT 

③ お買い求め年月日 

④ 故障の状況(できるだけ具体的に） 

贷おなまえ，おところ，電話番号 

参修理に際しましては、保証書をご提示ください。保証書の規定に従って、販売店が修理させていただを 
ます。 


•保証期間び過ぎているとさは、修理すれば使用でをる場合には、ご希望により有料で修理させていただ 
さます。 

•修理料金は、技術料，部品代，出張料などで構成されています。 


この取扱説明書と工事説明書および本体に表示されている禁止事項-ま意事項および通常使用に反し 
て使用された場合の故障、事故につきましては、保証いたしません。 


補修用性能部品について 


•密閉式 ( FF 式)石油ストーブの補修用性能卽品の保有期間は製造打ち切り後7年です。 

•補修用性能部品とは、製品の機能を維持ずるたゆに必要な部品です。 


転居される場合 


•このストープは電源周波数日0、目 CIHz とち同一仕様です。 

•電源周波数の異なった地域への転居でちそのままお使いいただけまずび、高地への転居、高地からの転 
居は再調整が必要ですので別紙の r お客様相談窓口一覧 までご相談ください。 



★分解修理の禁止 

\ 

A を意 

故障、破損した5使用しないでください。 


V 

不完全な修理は、危険です。 

分解禁止 

ノ 


I 故障-修理の際の連絡先 


アフターサービスについてわか b ない場含は、お買い巧めの販売店、または、！お客替相談窓□一覧 
紙参照）までお問い合わせ < ださい。 


(別 














圆据付け-移設について 

据付け-移設工事は販売店に依頼する~ 

•据付けや移設工事は販売店または据付業者に依頼し、お客様ご自身では、おこなわないでください 

据付け場所の選定及び標準据付け例 ~ 

•据付けについては、乂災予防条例、電気設備に関ずる技術基準などの法令の基準があります。工事説明 
書の r 安全のために必ずお守りください」をお読みになり、販売店又は据付業者とよくご相談してくださ 
い。 

♦標準据付け例については工事説明書を参照してください。 



•給排気筒を延長する場合は、3 m 3曲がり iU 下で取付けられる場所を選定してください 



•積雪の多い地方では、積雪時に給排気筒び雪でふさがれないような取付場所を選定してください。また、 
風がよどむような場所では、排ガスを再度吸い込んで、不完全燃焼を起こずことがあります。 



•据付けが終りました5、もラー度、工事説明書の r ま全のために必ずお守りください」をお読みになり、 
工事説明書に記載されているとおり据え付け5れているかどうかを確認して<ださい。 















試運転 


♦試運転は、販売店又は据付業者とご一緒に必ずおこなってください。 


•^斐魏龍虐 



「1 4 1使用前の準備」 の I 給油のしかた]、原乂前の準備と確認 J に従って運転準備をしてください。 


1「巨]使いかた」 に従って運転させてください。 


2初期運輯時の異常現象 

ご購入されて初めて使用されるときに、製品の塗料やパッキンなどが焼けることによって、においや 
煙が出る場含があります。 

このような場合は、お部屋の窓(給排気筒トップ取付け場所より離れた抓を少し開け、半日か 51 日 
程度、 r 強」運転をしてください。 


Q 正常運輯の目安 

•正常運転時の y く-■ナーの炎の色は、黄乂がとさどをまじる青炎です。 


消义の手順 


n 已1使いかた」 の [消火のしかた I に従って消火操作をしてください。 












お客様へ…おぼえのために記入されると便利です。 


f.- 

型 式 

お買い巧め年月日 

年 

巧 

— J 

お買い求め店名 

V 

(電話番号） ( 

) 

— 

_ 1 


株式会社 i-ai-s 

本社 〒467-08己5 

名ち屋市瑞穂区桃園町5番17号 
フ IJ ーコール日] 2日-1日 4-1 己4 
TEL く〇已 2>8 S 2-1 144 
FAX く0己 2〉82 S - S 7 が 




